
























































































































かし、これらは、何らかの誤りにより安政 3 年を 1856 年ではなくて 1855 年とし、それが
近親者の間で共有されてしまった可能性も考えられる。 
結論を出すことはできないが、いずれにしても、山下善之は、1855（安政2）年から1857








































































































































































































































































 そして、その 6 月には、館主の清水元造から、校名を高崎英和学校に変更して設立者を
四名増員する届出が群馬県に出され、7 月 6 日に県に受理された５７）。この間に、高崎の柳































業種 番付 業種 業種 番付 
岡本六左衛門 
（柏屋） 
中紺屋町 呉フク 最上段 呉服太物・唐物類 呉服太物 最上段
清水元造 本町 子リ油 最上段 － － － 













田町 子リ油 最上段 万煉油問屋 練油 中央欄
藤巻喜兵衛 
（銀杏屋） 
本町 呉フク 最上段 各国織物商 呉服太物 中央欄
矢島八郎 新町
あらまち























































































































































































順番 内容 名前 肩書き・立場など 
１ 開校の趣旨 竹越与三郎 創立者に代って 
２ 祝辞朗読 吉見邦直 郡長 
３ 開校を祝する演述 深井景員 用掛（学務担任） 
４ 同上 星野光多  
５ 同上 堤辰二 高等小学校長 
６ 祝辞朗読 菊地義男 生徒 
７ 同上 増田徹弥 同上 
８ 同上 浦上玉樹 同上 










































彼の引退時の年齢は、生年を 1856 年とすれば数え年で 80 歳という高齢である。その後
は、いったん旭川に移った後に１０６）、前に述べたように東京に住む長女のもとで余生を送
った。そして、1945（昭和 20）年3月 4日、一週間ほど床についた後、眠るように逝った








































































































6）  例えば、中川収［1972］、福島恒雄［1982］、遠軽町役場編［1957］第 2篇第 6章、
遠軽町編［1977］第 10編第 1章など。 





9）  鳥居忠五郎［1986］287－295頁。 
10）  拙稿では、池田晶信氏のご厚意により読むことができた。 
11）  群馬県教育史研究編さん委員会編［1981］122、127頁、高崎市教育史編さん委員会
編［1998］262、321頁、星野達雄［1987］29頁などを参照。 
12）  髙坂信彦［2002］11頁などを参照。 
13）  福澤研究センター［1986］第2巻255頁。 
14）  海老澤亮編［1920］465頁、同［1921］535頁。 
15）  比屋根安定［1935］535－538頁。 
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16）  鳥居忠五郎［1986］36－37頁。 






18）  慶應義塾［1962］340 頁。この記述は鳥居忠五郎が見出したものである（鳥居忠五
郎［1986］78頁）。 
19）  前橋市史編さん委員会編［1975］1177頁。 
20）  嘉永5年の『子給帳』（前橋市史編さん委員会編［1985］282頁）。文久 2年 12月か








21）  福澤研究センター［1986］第二巻255頁。 






23）  前橋市史編さん委員会編［1978］57、88頁。 
24）  西群馬教会の名簿によれば、山下善之の住所は高崎の柳川町である。これについて
は、日本基督教団高崎教会の塚本潤一牧師にご教示いただいた。 
25）  前橋市史編さん委員会編［1984］1371－1383、1470－1480頁。 















29）  松崎欣一［1998］392－393頁。 
30）  松崎欣一［1998］397－398頁。 
31）  演説会については松崎欣一［1998］を参照。 





34）  群馬県の自由民権運動については、徳江健・石原征明編著［1980］も参照。 
35）  清水吉二［1984］46頁、岩根承成［2004］58頁などを参照。 
36）  清水吉二［1984］80－81頁、岩根承成［2004］62－63頁などを参照。 
37）  当時、堤辰二は既に高崎小学校に勤務していた。群馬県教育史研究編さん委員会編
［1981］127－128頁などによれば、彼は、東京師範学校に1875（明治8）年に入学し、



























































































































57）  『館主清水元造ヨリ猶興学館ヲ高崎英和学校ト改称シ設立者四名増員ノ旨届出上申』 
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63）  高崎市編［1927a］115－117頁などを参照。当選者は30名であった。 
64）  高崎商工会議所100年史刊行委員会編［1995］79、435－436頁。 


















70）  日本基督教団高崎教会［2004］140頁。 
71）  吉田元［1984］10頁。 





73）  吉田元［1984］11頁。 















79）  星野達雄［1987］43－50頁。 
80）  同志社山脈編集委員会編［2003］180－181頁など。 
81）  星野達雄［1987］83－84頁。 





















87）  上野直蔵編［1979a］134－137頁。 
88）  竹越熊三郎［1963］64頁。 
89）  竹越熊三郎［1963］71頁－73頁。 
90）  竹越熊三郎［1963］64頁。 
91）  竹越与三郎については武田清子［1987］第１章なども参照。前橋教会堂については
青柳新米［1937］を参照。 
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92）  上毛青年会や前橋青年談話会については、群馬県史編さん委員会編［1991］245－251
頁、竹越熊三郎［1963］、飯田裕子［1976］などを参照。 
93）  竹越与三郎の年譜については髙坂信彦［2002］の巻末のものなどを参照。 













97）  海老澤亮編［1920］465頁、同［1921］535頁も参照。 
 なお、福島恒雄［1982］226頁では、山下善之は「1897年に明治学院神学部に入学
し伝道者になっている。」とあるが、これは1887年の誤りではないかと思われる。 
98）  これについては、日本基督教団高崎教会の塚本潤一牧師にご教示いただいた。 
99）  星野達雄［1987］186－189、206－207頁。 
100） 海老澤亮編［1920］465頁、同［1921］535頁では、彼の受按は、明治24年4月5
日となっている。 


































































今井英雄［1992］ 「旧高崎藩士族の動向 －『明治六年 旧高崎藩貫属明細短冊帳』を
中心として－」『高崎市史研究』2号 
岩根承成［2004］ 『群馬事件の構造 －上毛の自由民権運動－』上毛新聞社 
上野直蔵編［1979a］ 『同志社百年史 通史編1』同志社 
上野直蔵編［1979b］ 『同志社百年史 資料編1』同志社 















群馬県史編さん委員会編［1978］『群馬県史 資料編10 近世2』群馬県 
群馬県史編さん委員会編［1979］『群馬県史 資料編19 近代現代3』群馬県 
群馬県史編さん委員会編［1983］『群馬県史 資料編22 近代現代6』群馬県 
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群馬県史編さん委員会編［1986］『群馬県史 資料編14 近世6』群馬県 
群馬県史編さん委員会編［1987］『群馬県史 資料編21 近代現代5』群馬県 
群馬県史編さん委員会編［1991］『群馬県史 通史編７ 近代現代１』群馬県 
慶應義塾［1962］ 『福澤諭吉全集 第19巻』岩波書店 
経済資料社編［1936］「深井英五」経済資料社編『財界驍将伝』経済資料社（芳賀登ほか編
『日本人物情報体系 第37巻』皓星社（2000年）に収録） 
小池創造［1967］ 『田舎伝道者 －ピアソン伝道師夫妻－』北見教会出版 























高崎市編［1927a］ 『高崎市史 上巻』高崎市（1981年に国書刊行会より復刻） 
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高崎市史編さん委員会編［1995］『新編 高崎市史 資料編9 近代現代Ⅰ』高崎市 
高崎市史編さん委員会編［2004a］『新編 高崎市史 通史編3 近世』高崎市 
高崎市史編さん委員会編［2004b］『新編 高崎市史 通史編4 近代現代』高崎市 
高崎商工会議所100年史刊行委員会編［1995］『高崎商工会議所100年史』高崎商工会議所 
竹越熊三郎［1963］ 『竹越三叉 －青少の頃－』（群馬県立図書館所蔵） 
武田清子［1987］ 『日本リベラリズムの稜線』岩波書店 
田畑勉［2001］ 『上州の藩士と生活』上毛新聞社 























萩原進［1959a］ 『群馬県史 明治時代 第一分冊 政治・行政篇』高城書店 
萩原進［1959b］ 『群馬県史 明治時代 第三分冊 宗教・文化篇』高城書店 
萩原進［1959c］ 『群馬県史 明治時代 第四分冊 教育・社会篇』高城書店 



















前橋市史編さん委員会編［1985］『前橋市史 第六巻 資料編１』前橋市 
前橋市立図書館［2003］『前橋藩松平家記録 第二十八巻』煥乎堂 







吉田曠二［1985］ 『龍馬復活 －自由民権家坂本直寛の生涯－』朝日新聞社 
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『旧高崎藩貫属明細短冊帳』（明治6年）（高崎市史編さん委員会編［1969］に収録） 
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Abstract 
Yoshiyuki Yamashita and Yuukougakkan: 
In the youth of Eigo Fukai in Takasaki 
Kazumi SUGISAWA 
Eigo Fukai, who was the Governor of the Bank of Japan from 1935 to 1937, was 
born in 1871 and grew up in Takasaki. He learned English and was influenced by 
Christianity in his youth. 
In his autobiography, he mentioned his four teachers who taught him in Takasaki. 
One of them was Yoshiyuki Yamashita, who taught Fukai internal and external affairs 
and English at Yuukougakkan, which was a school in Takasaki for the Chinese classics 
and English. 
In order to grasp Fukai’s surroundings in Takasaki, this paper investigates 
Yamashita’s personal history which Fukai did not mention in the autobiography.  
Before 1884 Yamashita was involved in the civil rights movement for the 
establishment of the Diet. In 1884 he took part in the foundation of Yuukougakkan. 
The name of Yuukougakkan came from Confucianism. But Yamashita and Kihei 
Fujimaki, who was one of the founders of it, were converted to Christianity as well as 
was Fukai. They renamed Yuukougakkan and reformed it to Takasaki Eiwa School in 
1887. And Yamashita left Takasaki in order to go into the Church. 
